
本年度の具体的方策 評価指標 評価結果 次年度以降への改善策
生徒アンケートにより、「面接指導を受けて学習意欲
が湧いた｣の割合が、70％以上A、60％以上B、60％
未満C

生徒アンケートにより、「報告課題の通信欄も書いて
みようと思った｣の割合が、70％以上A、60％以上B、
60％未満C

LHRの実施回数を増やし、生徒の発達段階
に応じた適切な履修指導を実践する。

生徒アンケートにより、「履修科目を適切に選択する
ことができた｣の割合が、70％以上A、60％以上B、
60％未満C

LHRの実施回数を増やし、段階的にきめ細
かにキャリア教育を実践する。

生徒アンケートにより、「自らの進路を具体的に考え
ることができるようになった｣の割合が、70％以上A、
60％以上B、60％未満C

相談が必要な生徒の早期発見に努め、奨
学金その他の有用な情報を随時生徒に提
供する。

登校することが心理的に困難な生徒への
支援策について調査研究し、登校を促す
ような指導の工夫に努める。

保護者アンケートにより、「ホームページやコレスポン
ド通信等、学校の情報によく目を通している」の割合
が、70％以上A、60％以上B、60％未満C

生徒アンケートにより、「外部講師の先生の話が為に
なった」の割合が、70％以上A、60％以上B、60％未
満C

.

生徒アンケートにより、「先生に相談に乗ってもらい、
問題の解決に立ち向かう姿勢ができた｣の割合が、
70％以上A、60％以上B、60％未満C

教員アンケートにより、「自律的な生活態度の生徒が
去年より増えた」の割合が、70％以上A、60％以上B、
60％未満C

居がいのある
学校生活

キャリア発達を
促す活動

魅力ある工夫された行事を計画し、積極
的に参加するよう促し、参加を通して自
己有用感を十分に持ち、協同の意識の高
まりが実感できるようにする。

行事参加者のアンケートにより、｢行事に参加して満
足した｣の割合が、70%以上Ａ、60%以上Ｂ、60%未満Ｃ

努力点
学校自己評価

学校関係者評価

学びのある授業

面接指導のみならず、報告課題の返信欄
の記入の仕方にも工夫と改善を図って双
方向性を意識した添削指導を行い、生徒
の学習意欲を喚起する。

安全安心な学習
環境の確保

困難を抱える
生徒への支援

開かれた学校、
外部資源の活用

家庭や地域に向けて積極的に情報発信を
行って、外部資源の活用や地域との協働
に備える。

ルール・マナーを順守する指導の徹底を
図り、生徒の自律的な生活態度の育成を
十分に行う。
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テーマ 教育の質を高めるチーム学悠館

～ 私から私たちへ 共にあるという心 ～

本年度の目指す生徒の姿
○対人関係に踏み出し、感謝の心を持てる生徒

○協同する価値を知り、他者に貢献する生徒

○多様な価値観を尊重し、共に成長する生徒

取組の視点

生徒

○学習意欲を高め、自律的な学びにつなげる

○自己肯定感の高まりを自主的、自律的な行動につなげる

○協同の価値を様々な場面で見出す

教職員
○意欲を高めることで、活動の質を高める

○他者信頼→他者貢献→自己受容（肯定）のサイクルを回す

○生徒の潜在力を信じる

通信制課程『共生』のステージ


